
事業所名 すこやかステップ野方 児発 支援プログラム (参考様式)

(別添資料 1)

3月     3日作成日 7年

法人 (事業所)理念 すべての答えは、児童の中にあります。可能性を見つけて差し上げる集団になろうJ

支援方針
利用児保護者、障がい児の意向、障がい児の特性等を踏まえた計画を作成し、これに基づき障がい児に対して支援を提供します。
障がい児の意思及び人格を尊重して常に当該障がい児の立場にたつた支援を提供します。
各関連機関と情報を共有する様連携に努めます 。障がい児の人権の擁護、虐待防止等の為、必要な体制の整備を行い、研修等実施する等の措置を講じる様努めます。

営業時間 平日土祝日  10  時   0  分から 16  時   0  分まで 送迎実施の有無
    (三

IJD  なし

支援内容

本
人
支
援

健康・生活

毎日の健康管理、観察を常に行い、ご家族との情報共有により、健康状態の維持 改善を図ります。
睡眠、食事、排泄等基本的な生活リズムを身に着けられる様に決まった時間での誘導と支援を行います。
医療的ケアが必要なお子様には主治医指示書を基に医療行為を実施致します。    生活の中での課題をお子様、保護者様から伺い、個別支援として取り組みます。
一日の流れや、制作等やイベントの説明等は視覚支援を用いるなど、お子様のわかりやすい方法で伝え、安心して過ごせる様に支援致します。

運動 感覚
集団活動にて、運動やダンス等身体を動かす運動遊びや感覚遊びを取り入れ、身体機能の維持 向上を図ります。
日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や、運動機能の維持、向上を目的として必要に応じて個別支援としての支援を行います。
感覚の特性による困り事や苦手さは、集団における個別釣アプローチにおいて、ご家族 ご本人・支援者が三位一体となつて解決を目指します。

認知・行動
色や数字、 していける様支援を行います。
感覚あそびや
季節の変化ヘ

します。
します。

言語
コミュニケーシヨン

お子様の特性に応じた課題を設定して、障がいの特性に応じた言売み書きの向上を図ります。
絵カードやサインなどを用いて、言葉以外でのコミュニケーシヨン手段の獲得、向上を図ります。
集団場面において人とのコミュニケーシヨンを経験し、個別的課題には専門的側面から支援する事を目指しています。

人間関係
社会性

集団活動を通してルールや順番を守るなど、強調した関わりを持てる様に支援致します。
自己や他者を理解し向き合うことに寄り添い、相互が,ふ地よく過ごせる関係づくりを体得出来る様支援します。

家族支援
送迎時や面談の際や連絡帳を活用してお子様の状況をお伝えして共有します
ご家族様の困り事等をいつでも相談援助をお受け致します。

移行支援
.必要に応じて学校と情報の共有して支援します
他の関連機関との連携を図り、支援体制を構築します

地域支援 地域連携 学校や福祉サービス等と連絡を行い情報共有しています。 職員の質の向上
必要に応じて学校と情報の共有して支援します
社内研修を定期的に施行し共通の認識で支援出来る様にします
外部研修を積極的に利用して職員のスキルアップを目指します

主な行事等
誕生会  外出支援  買い物支援
クリスマス会  夏祭り  節分 ・ひな祭り 端午の節句  ハロウィン などの季節のイベント


